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～保険代理店の脱炭素経営をサポート～ 

ＣＯ２排出量算出・可視化サービスを保険代理店に提供 
 
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：舩曵 真一郎）は、

ＣＯ２排出量算出･可視化クラウドサービス「ｚｅｒｏｂｏａｒｄ※１」を、保険代理店組織（ＭＳＡ※２・    

アドバンスクラブ※３）に無償で提供し、ビジネスパートナーである保険代理店の脱炭素化経営を   

支援します。また、グリーン電力証書※４を一括購入し、保険代理店へ割安で提供するなど、サプライ  

チェーンにおけるＣＯ２排出量削減策の導入を検討していきます。 

三井住友海上は、今後も保険業界の脱炭素取組をリードすることで、気候変動の緩和に貢献し、   

社会との共通価値を創造していきます。 

 
※１ 株式会社ゼロボードが提供するＣＯ２排出量の算出･可視化クラウドサービス。国際的に推奨されている「ＧＨＧ

プロトコル」と呼ばれる基準に基づき算定が可能。 

※２ MITSUI SUMITOMO AGENCIESの略称。業界ナンバーワンの組織力を誇る保険代理店組織。 

※３ 当社がサポートする業界トップレベルの自動車整備業の保険代理店組織。 

   （Ｗｅｂサイト https://www.advance-club.com/） 

※４ 日本自然エネルギー株式会社が発行するＣＯ２排出抑制の環境付加価値を示す証書。 

 

１．背景 

「２０５０年ネットゼロ」の実現には、自社の事業活動によるＣＯ２排出量削減に加え、社会全体の

ＣＯ２排出量削減が必要です。当社は自社のＣＯ２排出量削減に加えて、お客さまや保険代理店等の

ステークホルダーとともに、サプライチェーンにおけるＣＯ２排出量削減に取り組んでいます。 

 今般、当社はｚｅｒｏｂｏａｒｄのライセンスを一括購入し、ＭＳＡ、アドバンスクラブへの無償  

提供を決定しました。 

 

２．サービスの概要 

（１）ＣＯ２排出量の算出・可視化 

ｚｅｒｏｂｏａｒｄにガソリン・電力使用量や保険契約におけるペーパレス活用状況を入力する  

ことで、保険代理店自身のＣＯ２排出量を算出・可視化し、脱炭素経営の意識を高めます。また、   

アドバンスクラブは、自動車リサイクル部品の利用頻度もＣＯ２削減量として可視化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）無償提供の開始時期 

アドバンスクラブは２０２２年１月より提供を開始します。また、ＭＳＡでは２０２２年度から提供

を開始する予定です。 

 

 

 

 

 

https://www.advance-club.com/


 

（３）取組みのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の展望 

当社はサプライチェーンにおけるＣＯ２排出量削減をさらに推進するため、東京電力エナジー   

パートナー株式会社と協働し、ＭＳＡ・アドバンスクラブ向けのグリーン電力証書・一括購入    

スキームの構築を検討しています。 

今後もビジネスパートナーである保険代理店とともに、脱炭素社会の実現に向けた取組みを推進して

いきます。 

 

 以 上 

集計 

入力 

ＭＳＡ 

アドバンスクラブ 

●ガソリン・電力使用量やペーパレス 

活用状況等の入力 

データを入力 
レポート出力 

取組支援 

取組状況の 

確認・検証 

●当社の担当者がＭＳＡ、アドバンス 

クラブの取組みを推進 

●自動集計されたデータでレポートを 

   作成し、全体の取組みを可視化 

三井住友海上 


